




要約：本症 50 例中乳幼児期から強い運動・知能障害を有す例が 4例(8%) に見られ、これ

らの例は全例けいれん重積症(SC)後に発達退行を示した症例であった。退行の原因として

は生後 8-18 ヵ月という脳の発達期に長時間にわたる SC がおこったこと、更に一部の症

例では heat stroke 様の急性脳症が関与したためと考えられた。対策としては、本症の早

期診断により高熱対策を早くから取り入れ、しかも痙攣に対しては、すぐに十分な頓挫法

を工夫すべきと考えられた。


